




Manuscrits enluminés de la Bible française du XIIIe siècle : 






















『十三世紀フランス語聖書 Bible française du XIIIe siècle』は、13 世紀中葉〜 60 年代前半にパリ





















フランス語 899 番写本（以下、Fr.	 899 と略す）（図 1）を挙げ、その本文・註解の内容やテクスト
の言語学的特徴などを分析・記述した 5。『十三世紀フランス語聖書』の成立年代および編纂主体に
ついては、Fr.	 899 本文と 13 世紀前半〜中葉に制作された（とベルジェの考える）ラテン語聖書の
それとの詳細な比較考察に基づき、13世紀第2四半期のパリ大学と結論づけた。仏語訳の底本となっ
たラテン語聖書が 13 世紀第 2 四半期（1226 年頃？）にパリ大学で行われた改訂に基づく版である
こと、Fr.	899 が、「イニシアル、ランニング・タイトル、章番号、および挿絵の全ての点において」、「パ
リ大学内において 1250 年より少し前に筆写されたことが確実な」（とベルジェの考える）パリのド
ミニコ会修道院の大型 4 巻本聖書（パリ、フランス国立図書館ラテン語 16719-16722 番写本）のそ






の福音書の校定版を編集した C. スネッドンは、同聖書はドミニコ会の関与の下で 1230-60 年頃に
編纂されたとの仮説を提示した。『十三世紀フランス語聖書』の福音書の註解の一部が、13 世紀第
２四半期に２期にわたりドミニコ会のパリ管区長を務めたユーグ・ド・サン =シェール（1263 年没）











ベルジェが 1884 年に刊行した研究書の第 4部において既に指摘しているように、『十三世紀フラン
ス語聖書』の後半部（箴言〜黙示録）は、同聖書の制作が下火になった 1310 年代にパリの写本市









書前半部（創世記〜詩篇）については、Fr.	 899 に加え、パリのアルスナル図書館 5056 番写本（以
下Arsenal	5056 と略す）、ロンドンの大英図書館Harley	616 番写本（以下Harley	616 と略す）、ケ
ンブリッジ大学図書館 E.e.3.52 番写本など 5写本を、聖書後半部については、同じく Fr.	899 に加え、
パリのマザラン図書館 35 番写本、パリのフランス国立図書館フランス語 12581 番写本（福音書の
み収録；以下 Fr.	12581 と略す）、オクスフォードのクライスト・チャーチ図書館 178 番写本（新約
聖書のみ収録；以下ChC	178 と略す）13、ルーアン市立図書館 185番写本（以下Rouen	185 と略す）14、
ブリュッセルのベルギー王立図書館 10516 番写本（以下KBR	 10516 と略す）15 など 8 写本を、それ
ぞれ指摘した 16。
『十三世紀フランス語聖書』初期写本伝承に関する研究は、20 世紀に入り、ベルジェ当時は存
在が知られていなかった何点かの写本、就中 1280 年代初頭〜 14 世紀初頭の間にパリで制作され





2つの独立した写本群 a および b を骨子とするもので、写本群 x にベルジェが言及した Fr.	 12581、
ChC	178、Rouen	185 にベルン市立図書館 28 番写本（以下 Bern	28 と略す）17 を加えた計 4写本を、
写本群 a にKBR	 10516 とサン・トメール市立図書館 68 番写本（以下 St-Omer	 68 と略す）18 の計 2
写本を、写本群 b に Fr.	899、マザラン図書館 35 番写本、完本のニューヨークのモーガン図書館
M	 494 番写本（以下M	 494 と略す）19 および大英図書館Y.	Thompson	 9 番写本（Harley	 616 を前
半部とする完本の後半部）の計 4写本を、それぞれ分類するものである 20。
一方、1988 年に『十三世紀フランス語聖書』創世記の校定版を刊行したM.	クルイユは、ベルジェ
の言及する初期写本のうちArsenal	 5056、Harley	 616、Fr.	 899 およびケンブリッジ大学図書館本
の 4点のみを対象に、創世記テクストの初期写本伝承図を提示した。このステマは、失われたオリ
ジナル O と、これより派生した 2系統 X および Y を骨子とするもので、系統 X にArsenal	5056 を、
系統 Y が更に 2枝に分岐した一方の枝にHarley	616（とその“子孫”のケンブリッジ写本）を、他
方の枝に Fr.	 899 を、それぞれ分類するものである。ただし、このステマでは、Harley	 616 の他に
現在 2点知られている完本のM	494 およびシャンティイのコンデ美術館 4番写本や、ベルジェには
存在が知られていなかった初期写本の一つベルン市立図書館 27 番写本（以下 Bern	 27 と略す）は、
全く考慮されていない。また、M.	クルイユが校定版の底本としたのは本文の異同において孤立し




制作年代（大半は 1260 年代後半〜 1310 年代の制作）、特に完本（1280 年代初頭〜 14 世紀初頭にパ









A. ストーンズは、同写本の制作年代について、かつて R. ブラナーにより〈バーリ・アトリエ〉










文献学研究ではこれまで等閑視されてきたポルトガルのエヴォラ公立図書館 Cod.	 CXXIV/1-1 番
写本（創世記〜詩篇を収録；以下 Evora 写本と略す）（図 2、3）について、挿絵彩飾ならびにペ
ン線描装飾の様式、本文の書体、本文および註解のレイアウト等の分析に基づき、同写本は 1265-
70 年頃パリで制作された現存最古の『十三世紀フランス語聖書』の作例であることを論証した 25。






Evora 写本に約 10 年遅れる推定制作年代とも整合するように思われる。C. スネッドンのステマに
おける写本群 a に属する 2写本（KBR	 10516、St-Omer	 68；パリ、1270 年代中葉）が、彩飾様式、
挿絵図像のいずれについても“姉妹写本”と呼びうるほど近い関係にあるという筆者の見解 27 もま
た、文献学・美術史学双方による異なる視座からのアプローチが高い次元において整合性を持つこ
との一例であろう。同様に、C. スネッドンの写本群 b（Fr.	 899、マザラン 35 番写本、M	 494、Y.	
Thompson	9 番写本）も、挿絵が全て切り取られているため分析が困難なマザラン 35 番写本を除き、
挿絵彩飾の様式分析より 1270 年代後半〜 1280 年代中頃のパリに位置付けられる、同質性の高い写
本群と言えよう。
（4）福音書初期写本伝承の“第１世代”
一方、C. スネッドンの提案する福音書ステマの“第 1 世代”	写本群 x（Fr.	 12581、ChC	 178、




された可能性の高い Bern	 28、パリで活躍する 2人の彩飾画家と北フランスのカンブレー周辺で個
人用の祈祷書や世俗写本の挿絵彩飾を手がける画家との協働により（ノルマンディで？）29 制作さ
れた Rouen	 185、シャンパーニュ伯の蔵書の“縮刷版”として制作されたと思しき 1284 年筆写の








写本（図 2、3）と Bern	 27 が、Arsenal	 5056、M	 494、Harley	 616、Fr.	 899 およびケンブリッジ
大学図書館本の 5写本において語句の欠落や誤写のために意味不明となった文言をほぼ完全な状態
で伝えていること、Evora 写本と Bern	 27 の本文は相互に非常に近い関係にあり、上記 5写本の中








き込まれた同写本固有の注釈は、Bern	 27 が極めて特殊な状況下で制作されたことを示唆する 32。




Evora 写本を詳細に論じた 2015 年の口頭発表とこれに基づく雑誌論文において、筆者は、同写
本の挿絵彩飾を担当した逸名の彩飾画家、通称〈デュプラの画家 Maître Duprat〉のレパートリーを













世紀フランス語聖書』が「パリで、大学において、1226 年〜 1250 年頃の間に」編纂されたとする 34。
しかしながら、現存最古の Evora 写本の制作年代（1265-70 年頃）とこれに続く作例の制作年代（1270
年代中葉：KBR	10516、St-Omer	68）を鑑みるならば、同聖書の成立時期は 13 世紀中葉〜 1260 年
代前半とするのが妥当と思われる。また、ベルジェは『十三世紀フランス語聖書』が「パリ大学に












含まれる註解の多くはいわゆる glossa ordinaria に依拠しており、仏語訳の底本となったラテン語















































ここで忘れてはならないのは、ルイ 9 世の第 7 次十字軍遠征を機に 1250-54 年頃パレスティナの
アッコンで制作されたとされる散文体フランス語翻案版聖書、通称『アッコンの聖書』（パリ、ア
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エヴォラ、公立図書館、Cod. CXXIV/ 1-1 番写本
『十三世紀フランス語聖書』フォリオ 1
図 3
エヴォラ、公立図書館、Cod. CXXIV/ 1-1 番写本
『十三世紀フランス語聖書』フォリオ 1　部分拡大図
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図 4
パリ、フランス国立図書館、ラテン語 448 番写本
『詩篇註解』フォリオ 218
図 5
パリ、フランス国立図書館、フランス語 495 番写本
『仏語訳ローマ法令集』フォリオ 157 ｖ
図 6
パリ、フランス国立図書館、ラテン語 12953 番写本
『アリストテレス著作集』フォリオ 166
